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　生徒や児童の抱えている課題に、地域の
支援や福祉の仕組みが役立つことがありま
す。県立高校にも配置されているスクール
ソーシャルワーカーは、いわば教育と福祉
をつなぐ人です。スクールソーシャルワー
カーが中心となり、市や県の相談窓口や地
域の支援グループと高校生がゆるやかな関
係を作っています。
　船橋市や千葉県など行政が設置している
総合相談窓口は、年齢や障がいの有無にか
かわらず対応しますが、家庭児童相談室や
児童相談所の対象は 18 歳未満（例外あり）
という法律の決まりがあり、若者への対応
が難しい場合が多いのです。
アルバイトで家計をささえていたり、洗濯
や炊事などの家事を担っていたり、日本語
のできない親の通訳的存在だったり、若者
の抱える課題はさまざまですが共通して経
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午後 1時～ 4時

　市民ネットワーク・ふなば
しの事務所で「負けるな！コロ
ナ緊急支援」を始めてから 1
年以上がたちました。当初は、
主に生活困窮者への食料提供
（フードバンクや個人からの
寄附による）でしたが、次第
に多岐にわたる相談を受ける
ようになり、役所への同行支
援なども行うようになりまし
た。　

　最近は、路上生活の方や生活保護受給中の方が
常時 10 人前後みえる日が続いています。それぞ
れが抱えているのは、住まいやお金や食料の問題
だけではなく、「孤立」もあります。事務所で出会っ
た方たちが親しくなったり、情報交換をしたりす
る場としての役割も果たすようになっています。
　毎月 1 回の「反貧困ささえあい千葉」の相談会
にも、「相談者」だけではなく、路上からアパート

生活に移った「卒業生」たち
も来て交流しています。さま
ざまな制度の利用開始で支援
が完結するわけではなく、「人
と人とのつながり」をどう維
持していくかが課題です。
　相談会の日程は「みんなの
掲示板」でお知らせしていま
す。皆さまからのカンパや食
料提供などのご支援をお待ち
しています。

生活困窮者への支援活動をつづけています
月曜日 木曜日

済的困難があり、フードバンクの食糧は来
所のきっかけにもなっています。
　在学中に築いた関係が卒業後も継続する
ことがある一方、中退した若者の定時制高
校再受験を手伝うという場合もあります。
　開催は月 1～ 2 回ですが、ふなばしネッ
トの事務所がこのような場としても使われ
ています。

駐車場に張ったテントでは情報交換や
近況報告などが行われています

フードバンクから提供される
カップ麺やレトルト食品



定期的なイベントのお知らせ

●  ネット市
服や雑貨などのリサイクル品の販売、読み終えた本の

交換市を開催しています。

7 月 28 日（水）　8月 25 日（水）　9月 22 日（水）　

10：30 ～ 13：00

●  暮らしの相談
暮らしのなかの困りごと話してみませんか？

まきけいこが元市議の経験を踏まえてお話をお聞きします

7 月 14 日（水）　9月 8日（水）　10：30 ～ 13：00

　　1 　選挙はカンパとボランティアで
　　2 　議員報酬は市民の活動に
　　3 　議員ローテーション制
現在ではカンパとボランティアの選挙はネット以
外でも見られるようになりました。議員ローテー
ション制は、議員を職業化・特権化せず、市民参
加を拡げるための仕組みです。任期を終えた議員
が地域活動に携わることで、参加型政治をすすめ、
政治文化を変えていきます。

市民ネットワーク 3つのルール

地域で活動する人たちの話を聞く

　県への予算要望に向けて各市民ネットで改めて地元で
活動する団体などの聞き取りをすることになりました。
ふなばしネットでは、第 1 回目として、5 月 17 日に
「NPO ふなばし演劇鑑賞会」を訪問し、会長はじめ理事
計 7名の方々にお話を伺いました。
　この会は 30 年以上の歴史をもち、サークル（3 名以上
の会員）を作り、会費で運営しています。地域に文化・
芸術の基盤を広めるため、主会場の船橋市民文化ホール
で年 6 回演劇を鑑賞してきました。しかし、コロナ禍で
会場使用中止のため例会（公演）ができなくなり、会員
数が 2900 から 1800 に激減し、活動継続にも支障をきた
しています。かつて一回の例会で 5 ステージだったもの
を 3 ステージにまで減らすことになり、会費も月額 2000
円を 2200 円に改定しましたが、それでもなお財政的に
苦しい現状です。
　昨年 9 月から例会は再開していますが、会場でのクラ

船橋のことを「もっと調べてみよう、知らない場所を

訪ねてみよう」と２年前から始まったのが 船橋発見

プロジェクトです。

　「船橋の農業と漁業の現状を知る」講座、「漁場見学

と海苔すき体験」、「市内在住の外国人の現状を知る」

講座とすでに３回終了しました。

　その後も「本町周辺を中心とした歴史と現在」をテー

マに準備を進めていましたがコロナ禍で延期になって

います。それ以外にも農業関係の見学、食品コンビナー

ト見学、船橋の戦跡巡り、船橋のゴミ問題などのテー

マでの企画も準備を始めていました。

　コロナ禍の状況が改善してきましたら再開したいと

思っていますのでその際は是非ご参加下さい。

毎年 8 月に行ってきた「原爆の絵展」は、昨年はコロ
ナの影響で中止となりましたが、今年は開催します。
広島の平和記念資料館からお借りした体験者の描いた
絵を展示します。

日時　8月 21 日（土）11：00～18：00
　　　　　22日（日）9：00～16：00
会場　船橋勤労市民センター展示室

----- 他団体による開催日程 -----
船橋市役所 1階　7月 13 日（火）～8月 10 日（火）
高根台公民館　　7月 24 日（土）～7月 25 日（日）
二和公民館　　　7月 31 日（土）～8月 1日（日）
西部公民館　　　8月 28 日（土）～8月 29 日（日）　

スターなどは発生していないので、
安心して観劇できることをわかっ
てほしいと切望していました。
　東京が近いせいか船橋市や千葉
県が芸術文化推進に前向きでない
うえに、地元には観劇に適してい
る 800 席程度の中ホールがあり
ません。県内全体での文化芸術への取り組みのため、情
報の発信や共有を推進することや、学校教育に観劇など
の文化に触れる機会を増やすことを希望されていました。
また、シニアが増える中、地域で文化芸術を楽しむために、
使いやすい施設の充実（小劇場・図書館など）を進めて
住み続けたいまちとしての船橋市、千葉県にしてほしい
など、様々な意見を聞くことができました。

NPOふなばし演劇鑑賞会

TEL：047-402-6488
https://funaen.com問い合わせ先

今年は開催し
ます！ 船橋発見プロジェクトから


